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 論文審査結果の要旨
 持続可能な社会への移行は現代文明の重要な課題である。そこでは化石燃料消費社会からの脱却と再
 生可能エネルギーの利用拡大が不可欠である。本論文は,再生可能エネルギーの利用拡大を目的として,
 再生可能エネルギーを地域のために最大限活用するためのエネル・ギーシステム・社会システムについて,
 福島県天栄村湯本地区における調査結果に基づき具体的に論じたもので,全6章からなる。
 第1章は緒論である。第2章では,湯本地区におい』て化石燃料の導入以前に機能していた古来のエネ
 ルギーシステムについて,資料調査,現地古老かぢのヒ'ヤ,リング調査等に基づき,その全貌を明らかに
 するとともに,その持続可能性,それが機能するための条件等を詳細に論じている。そこでは,地域の
 再生可能エネルギーが,地域コミュニティの市場外部的活動により持続可能に活用されていたこと,市
 場外部的活動が市場活動よりも大規模であったこと,さらにその活動により,様々な経済外的価値が創
 出されていたこと,等を明らかにしている。これらは重要な知見である。
 第3章では,湯本地区の古来のエネルギーシステムが,現代の化石燃料と市場活動中心のシステムへ
 変貌した過程を,資料調査,ヒヤリング調査等から明らかにしている。そこでは,システム変貌のきっ
 かけが国有林造林事業という外的要因であったことを明らかにするとと孟)に,再生可能エネルギーが化
 石燃料に置き換わった過程,その時期に起きた現金収入源,収入額の変化,さらにこれらの変化がもた
 らした,地域のコミュニティ活動の低下について明らかにしている。これらは今後持続可能な社会を再
 構築するための有用な知見である。
 第4章では,地域のためのエネルギーシステム実現の基礎資料となり得る,地域のエネルギー需要,
 再生可能エネルギー賦存量の評価方法を実データにより具体的に検討するとともに,揚本地区の需要と
 賦存量,さらに,各種エネルギーシステムの持続可能性と経済陸について検討を加えている。そこでは
 地域の需要と賦存量の新たな評価方法を提案するとともに,当地区においては,木質バイオマス,地熱,
 地中熱による熱供給が特に有効であることを明らかにしている。
 第5章では,第4章で提示したエネルギーシステムを社会的側面から捉えなおし,そこから創出され
 る経済的価値と経済外的価値,それらを実現するための社会システムと促進要因,阻害要因について詳
 細に検討を加えている。さ・らに,それらの議論を基に,地理的条件・仕会的条f牛,創出される経済的価
 値と経済外的価値を踏まえた,地域のエネルギーシステム。)概念設計手法を提案している。これは,地
 域の再生可能エネルギーシステムを実現するための普遍的な手法として評価できる。
 第6章は結論である。以上要するに,本論文は,再イ1.ミ可能エネルギーの利用拡大に関する具体的知見
 と有用な方法論を提示したもので環境科学の発展に寄与するところが少なくない。よって本論文は博士
 (学術)の学位論文として合格と認める。
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